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令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英文法基礎 A ２ ２年 
Vision Quest 論理・表現Ⅰ

Standard Workbook 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

さまざまな場面や状況下で、適切な英語を用いて自分の意見や考えを表現できるようになるため、基礎的な

文法事項の定着を徹底しつつ、発展的な内容も扱い、表現の幅を広げていくことを目標とする。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

自然な速さで話される

ある程度長い日常的な

会話を聞き、その話の要

点や、話し手の意図（気

持ち）を理解することが

できる。 

関係代名詞や接続詞、

分詞による修飾等を伴

う、ある程度複雑な英

文の構造を理解するこ

とができる。 

 

基本的な文法事項を用

い、ごく身近なテーマに

関する自分の意見や感

想を、ある程度理解ので

きる理由を添えて相手

に伝えることができる。 

 

 

前もって準備をすれ

ば、身近なトピックに

関する自分の意見を、

具体的な理由を添えて

述べることができる。 

身近な話題に関して、

聞いたり読んだりした

りした内容に対して、

自分の意見や感想をあ

る程度まとまりのある

英文を用いて書くこと

ができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

書くこと、話すこと、聞くことについて

必要な知識について理解するとともに，

それらと言語活動とを効果的に関連付

け，様々な場面における実際のコミュニ

ケーションにおいて活用できる。 

実生活で遭遇し得るコミュニケーショ

ンを行う場面，状況などに応じて、自分

の言葉を用いて意見、考えを適切に表現

したり、伝えあうことができている。 

学んだ事項によって何ができるように

なったのかを理解し、反復的に振り返り

や既習事項の使用を行いながら、既習事

項の定着が徹底できている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 
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学期 課 

“題材名” 

領域 評価規準 評価方法 

1 

 

 

紹介（文の

種類） 

 

学校生活(文

系と動詞) 

 

聞く 

a: 自己紹介や学校生活に関する語彙を聞き取ることができる 

b: 話の内容の核となる部分を理解することができる 

c: 相槌を打ちながら、積極的に相手の話を聞こうとしている 

発表内容 

読む 

a: 基礎的な語彙力が定着している 

b: 基礎的な文型を把握できる。 

c: 辞書等を活用しながら、全体の内容を理解しようとしている 

提出物 

話す 

a: 自己紹介や学校生活に関して、基礎的な語句を使用し、自分自身 

ことを述べることができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 聞き手に伝わりやすくするため、ジェスチャー等を使うことがで 

きている 

発表内容 

書く 

a: 自己紹介で使用する基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 自分の経験や体験等の具体的な内容を含めることができている 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

中間考査 

旅行と観光

（時制） 

 

趣味・関心

(完了形) 

聞く 

a: 旅行先のホテルやレストラン等の場面に応じた表現が聞き取れる 

b: 時制を聞き取って、いつのことが把握できる 

c: 相槌を打ちながら、積極的に相手の話を聞こうとしている  

発表内容 

読む 

a: 時制に注意して、旅行日記や趣味に関する短い英文を読むことが

できる。 

b: 時系列に内容をとらえることができる 

c: 辞書等を活用しながら、全体の内容を理解しようとしている 

提出物 

話す 

a: 旅行先のホテルやレストラン等で使用する表現を、適切に使用す 

ることができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 聞き手に伝わりやすくするため、ジェスチャー等を使うことがで 

きている 

発表内容 

書く 

a: 旅行先のホテルやレストラン等で使用する基本的な語彙・構文・ 

文法が身についている 

b: 時制の違いに留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

期末考査 

2 

将来・進路

(助動詞) 

日常生活

（受動態） 

交流・国際

(不定詞) 

聞く 

a: 将来の夢や日常生活を述べる際に使用される表現を聞き取り、理 

解することができる 

b: 内容に加え、話し手の気持ちを適切に聞き取れる 

c: 相槌を打ちながら、積極的に相手の話を聞こうとしている  

発表内容 

読む 

a: 不定詞に注意しながら、将来の夢に関して書かれた作文を読むこ 

とができる 

b: 助動詞を活用し、自分の気持ちを聞き手に伝えることができる 

c: 辞書等を活用しながら、全体の内容を理解しようとしている 

提出物 

話す 

a: 将来の夢や日常生活に関することを述べる際に使用する表現を、 

適切に使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 聞き手に伝わりやすくするため、ジェスチャー等を使うことがで 

きている 

発表内容 

書く 

a: 将来の夢に関する作文を、適切な表現を用いて書くことができる 

b: その時の気持ちに留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

中間考査 

スポーツ・

健康（動名

詞） 

 

メディア・

コミュニケ

ーション 

（分詞） 

聞く 

a: 場面に応じた、準動詞を使用した表現を聞き取れる 

b: 準動詞を使用した、モノや人物に関する説明文を聞き、そのイメ

ージをとらえることができる 

c: 相槌を打ちながら、積極的に相手の話を聞こうとしている 

発表内容 

読む 

a: 準動詞が用いられた健康に関する記事を読み、その概要をとらえ

ることができる 

b: 準動詞の意味上の主語や時制に留意し、内容を把握できる。 

c: 辞書等を活用しながら、全体の内容を理解しようとしている 

提出物 

話す 

a: 準動詞を用いた基礎的な表現を使用し、自分が普段行っている健

康維持の方法を伝えることができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 話者の感情を表現するために、工夫を重ねることができる 

発表内容 
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書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 準動詞を用いて、自分が普段行っている健康維持に関するエッセ

イを書くことができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

期末考査 

3 

文化・異文

化理解（関

係詞 

国際問題

（比較） 

社会問題

（仮定法） 

聞く 

a: 関係詞節や比較表現に注意して、英文の概要を聞き取れる 

b: 比較されているものとその程度の差を理解し、具体的な内容を聞 

き取ることができる 

c: 相槌を打ちながら、積極的に相手の話を聞こうとしている 

発表内容 

読む 

a: 関係詞や比較表現の基礎的な使い方を理解している 

b: 適切な関係詞、比較表現が用いられた国際問題に関する短い記事

を読み、その程度の差などの具体的な内容を理解できる 

c: 辞書等を活用しながら、全体の内容を理解しようとしている 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句や慣用表現を使用することができる 

b: 国際問題に関することを、比較表現を用いながらスピーチするこ 

とができる 

c: 話者の感情を表現するために、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 仮定法を用いて、理想の世界に関して短い作文を書くことができ 

る 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


